
空
き
家
の
発
生
の
多
く
は
「
相

続
時
」

　

空
き
家
が
発
生
す
る
理
由
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
番
多
い
理
由

は
、
住
ん
で
い
た
人
や
建
物
の
所

有
者
が
亡
く
な
っ
た
際
の
相
続
に

よ
る
も
の
で
す
。
ご
自
身
の
身
の

周
り
で
空
き
家
に
な
り
そ
う
な
家

が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に
相
続
問

題
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
特
に
、
相
続
人
の
関
係
が

複
雑
な
場
合
な
ど
は
司
法
書
士
な

ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
相
続

し
た
不
動
産
を
売
買
す
る
た
め
に

は
、
不
動
産
の
相
続
登
記
を
済
ま

せ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
続
の
ル
ー
ル

　

被
相
続
人
と
は
「
死
亡
し
た

人
」、
相
続
人
と
は
「
遺
産
を
相

続
す
る
人
」
で
す
。

　

被
相
続
人
の
遺
産
を
相
続
す
る

順
位
は
、
民
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
相
続
順
位
は
被
相
続
人
と

の
続
柄
で
決
ま
り
、
優
先
順
位
が

高
い
ほ
う
か
ら
「
第
１
順
位
」「
第

２
順
位
」「
第
３
順
位
」
と
相
続

人
が
移
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
第
３
順
位
ま
で
い
く
と
「
自

分
に
関
係
が
な
い
と
思
っ
て
い
た

空
き
家
」
を
相
続
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

空
き
家
を
放
っ
て
お
く
と
…

　

長
い
間
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、

傷
み
が
早
く
、
い
ざ
活
用
し
よ
う

と
し
て
も
、
修
繕
や
害
虫
駆
除
な

ど
に
多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
空
き
家
が
も
た
ら
す
悪
影
響

で
第
三
者
に
危
害
や
損
害
を
与
え

た
場
合
、
損
害
賠
償
責
任
を
問
わ

れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
さ
れ

る
と
、
固
定
資
産
税
が
高
く
な
る

ほ
か
、
代
執
行
の
行
政
措
置
が
行

わ
れ
た
場
合
、
そ
の
一
切
の
費
用

請
求
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
使
用
し
て
い
な
く

て
も
、
定
期
的
な
室
内
の
換
気
や

修
繕
、
敷
地
の
草
木
な
ど
の
伐
採

な
ど
の
管
理
を
行
い
、
空
き
家
を

良
好
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。

空
き
家
の
利
活
用

　

空
き
家
を
ご
自
身
で
利
用
す
る

予
定
が
無
い
場
合
は
、
売
却
ま
た

は
賃
貸
物
件
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
、

市
内
の
良
好
な
管
理
状
態
に
あ
る

空
き
家
や
空
き
地
の
情
報
を
広
く

周
知
す
る
た
め
の
「
空
き
家
・
空

き
地
情
報
バ
ン
ク
」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
場
合

は
、
都
市
住
宅
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　

自
分
や
家
族
が
住
ん
で
い
た
「
家
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

「
空
き
家
」
を
放
っ
て
お
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
住
宅
課　

遠
藤
元
誉　

☎
（
53
）
２
６
３
３

▶被相続人の配偶者＝常に相続人
▶第１順位＝直系卑属（子、子が
　いない場合は孫、子と孫がいな
　い場合はひ孫）
▶第２順位＝直系尊属（父母、父
　母がいない場合は祖父母）
▶第３順位＝兄弟姉妹、兄弟姉妹
　がいない場合は甥・姪）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
武
田
社
製
ノ
バ
バ
ッ
ク

ス
ワ
ク
チ
ン
が
追
加
さ
れ
、
副
反

応
を
敬
遠
す
る
若
い
世
代
の
接
種

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

に
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
４

回
目
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
に
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
す

る
シ
ニ
ア
世
代
向
け
の
ス
マ
ホ
購

入
補
助
や
、
ス
マ
ホ
体
験
教
室
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の

お
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
地
区
が
限
定
さ
れ
て
い

る
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
バ

ス
）
が
本
年
度
、
市
内
全
域
で
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
停
滞
し

て
い
る
市
内
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
や

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
な
ど

の
事
業
も
行
い
ま
す
。

　

牧
之
原
市
の
人
口
は
、
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒

数
は
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
昭
和
60

（
１
９
８
５
）
年
の
６
６
３
０
人

か
ら
半
減
し
て
い
ま
す
。
出
生
数

も
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
に

は
約
４
０
０
人
で
し
た
が
、
昨
年

度
は
約
２
０
０
人
と
半
減
し
て
お

り
、
婚
姻
数
に
つ
い
て
も
同
様
の

傾
向
で
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
世

代
で
あ
る
25
〜
39
歳
ま
で
の
未
婚

率
は
男
性
が
約
55
％
と
な
っ
て
お

り
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
内
に
は
多
く
の
世
界

的
企
業
が
立
地
し
、
製
造
品
出

荷
額
は
１
兆
円
を
超
え
て
い
ま

す
。
こ
の
額
は
、
人
口
当
た
り
に

換
算
す
る
と
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
ま
た
、
昼
夜
間
人
口
比
率

は
１
１
４
・９
％
（
県
内
１
位
）
で
、

本
市
が
周
辺
市
町
の
雇
用
環
境
を

作
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
雇
用
の
場
は
あ
る

が
、
市
内
へ
の
移
住
・
定
住
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
の
「
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
が
、
市
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第
３
次
総
合

計
画
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
子
育
て

や
教
育
な
ど
の
環
境
を
整
え
、
市

外
へ
の
流
出
を
抑
制
し
つ
つ
、
に

ぎ
わ
い
拠
点
の
創
出
や
住
宅
用
地

の
確
保
を
行
い
、
市
内
流
入
を
促

進
さ
せ
る
取
り
組
み
の
推
進
で
す
。

　

今
あ
る
資
源
を
活
か
し
、
交
流

人
口
や
関
係
人
口
を
増
加
さ
せ
、

「
住
む
魅
力
」
に
つ
な
が
る
施
策

に
重
点
的
に
取
り
組
む
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
▼
富
士
山
型
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
▼
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
と
経
済
成
長
の
好
循
環
の
実
現

▼
日
本
一
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち

の
推
進
▼
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推

進
▼
次
代
を
切
り
拓
く
力
を
育
む

新
た
な
学
校
づ
く
り
―
の
５
つ
の

重
点
戦
略
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
ま
し
た
。
こ
の
５
つ
を
も
と
に
、

第
３
次
総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
「
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ａ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ　

夢
に
乗
る

ま
ち　

牧
之
原
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
富
士
山
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実
」
で
は
、
相
良
牧
之
原
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
側
地
域
の
整
備

事
業
の
促
進
や
沿
岸
部
の
地
域
に

あ
わ
せ
た
活
性
化
事
業
を
行
い
、

現
在
も
行
っ
て
い
る
「
移
住
定
住

促
進
補
助
事
業
」
を
絡
め
、
に
ぎ

６月から７月にかけて「令和４年度　市民トーク」を市内８会場
で開催し、339人の皆さんに参加いただきました。
当日、市長から説明した概要について紹介します。

問い合わせ　秘書政策課　渥美公基　☎㉓0052

空き家対策の推進に関する連携協定を締結しました
空き家を解消しようとする際、「解体費用がわからないので具体的な検討が進まない」「空き家の売却や利活用、家財処
分を行いたいが、どうして良いかわからない」など、所有者側に必要な情報が不足している場合があります。
そこで市では、空き家の課題解決のためのサービスを提供する民間事業者と連携し、空き家の適正な管理や活用、除却
を促進し、良好な生活環境の保全および安全・安心なまちづくりを推進するため、以下の連携協定を締結しました。

　牧之原市における空き家の解体支援社会実験に関する協定
▶協定事業者
株式会社クラッソーネ（愛知県名古屋市）
代表者：代表取締役 CEO　 川口哲平
▶協定締結日
令和４年３月１日

　牧之原市空家等解消に向けた官民連携に関する協定
▶協定事業者
株式会社ジチタイアド（福岡県福岡市）
代表者：代表取締役社長　時津孝康
▶協定締結日
令和４年６月１日

相続順位

協定の内容などは
市ホームページを
ご覧ください。

市ホームページ
わ
い
の
創
出
や
新
た
な
拠
点
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
経
済
成
長

の
好
循
環
の
実
現
」
と
し
て
は
、

「
令
和
６
年
３
月
完
成
予
定
の
多

目
的
体
育
館
で
『
Ｎニ

ア

リ

ー

ｅ
ａ
ｒ
ｌｙ

Ｚゼ

ブ
Ｅ
Ｂ
』
取
得
を
目
指
す
取
り
組

み
」
や
「
耕
作
放
棄
地
に
早
生
樹

を
植
林
し
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減

や
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
取
り

組
み
」
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
「
日
本
一
女
性
に
や
さ
し
い
ま

ち
の
推
進
」
で
は
、
本
年
度
か

ら
「
不
妊
治
療
の
助
成
」
を
新
た

に
開
始
し
た
ほ
か
、「
妊
産
婦
特

定
疾
病
医
療
費
の
助
成
」
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
次
代
を
切
り
拓
く
力
を
育
む

新
た
な
学
校
づ
く
り
」
と
し
て
は
、

市
内
小
中
学
校
を
小
中
一
貫
９
年

間
の
「
義
務
教
育
学
校
」
２
校
に

再
編
し
、
令
和
12
（
２
０
３
０
）

年
度
の
開
校
を
目
指
し
ま
す
。

菅山地区の様子

静波サーフスタジアム

多目的体育館（イメージ）


